
令和５年度 入学者選抜学力検査

数学（文系）　出題の意図・解答

一義的な解答が示せない記述の問題については出題意図のみを公表します。

出題意図

[1] ユークリッドの互除法を用いて効率的に最大公約数を求めることができるか。さらに、

その結果を一次不定方程式の問題に応用することができるか。

[2] 二次方程式の解と係数の関係を正しく理解し、それを応用して複雑な計算を効率的に

行えるか。

[3] 絶対値の性質を理解し、絶対値を用いて記述される関数のグラフを正しく表すことが

できるか。二次関数の微分・積分の基本を理解し、接線や面積を正しく求めることが

できるか。

[4] 三角関数、ベクトル、二次関数の基本的な性質を理解し、それらを適切に組み合わせ

応用することができるか。

解答

[1] (1) d = 119 (2) (x, y) = (23n+ 1, 29n+ 1) (n は整数) (3) 省略

[2] (1) (x2 + 4x+ 5)(x2 − 4x+ 5) (2) 省略 (3) 234

[3] (1) x = −1, 1, 3

(2) 極大値：1 (x = 0 のとき), 極小値：0 (x = −1 のとき), −3 (x = 2 のとき)
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(3) y = −2x+ 2 (4)
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